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26/03期 ハイライト

※EBITDAマージンはEBITDAを商品取扱高(その他商品取扱高を除く)で除して算出
※達成率は2025年7月31日開示の修正後計画対比

EBITDA

商品取扱高 6,660億円
(前年同期比＋8.4% / 達成率 98.8%)

6,461億円
(前年同期比＋12.4% / 達成率 98.8%)

6,039億円
(前年同期比＋5.1% / 達成率 100.1%)

769億円
(前年同期比＋10.2% / 達成率 100.3%)

11.9%
(前年同期比-0.2ポイント)

商品取扱高
(その他商品取扱高を除く)

商品取扱高
(ZOZOTOWN事業＋LINEヤフーコマース＋BtoB事業)

EBITDAマージン
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連結業績の概要（四半期）

※対商品取扱高比は各指標を商品取扱高（その他商品取扱高を除く）で除した結果を記載しております。

（単位：百万円）

商品取扱高
（その他商品取扱高を除く）

11.2%
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株式会社High Linkを完全子会社化

FY2025 ZOZO, Inc.
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ファッションと親和性の高いフレグランスを通じて、
ファッション周辺領域における事業展開を加速させていく。

＜High Link社　会社概要＞
社名：株式会社High Link
設立：2017年
取締役：南木 将宏 / 岡本 大輝
主な事業内容：香りの総合プラットフォーム「カラリア」を運営

＜取引概要＞
取得方法：High Link社の発行済全株式を49.5億円で取得
取得対価：自己資金で全額充当
業績影響：2026年5月から連結　2027年3月期通期連結業績予想に反映済
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EBITDAの増減分析（対前期比）

25/03期 26/03期

 ・ EBITDAは営業利益+減価償却費+のれん償却額+株式報酬費用で算出しております。

・「LINEヤフーコマース」は「Yahoo!ショッピング」と「Yahoo!オークション」の合算値となります。

 ・「ZOZOTOWN事業＋LINEヤフーコマース
※
」の粗利増減はZOZOTOWN事業におけるポイント等の費用を売上高から減額処理する前の水準で算出しております。

 ・「固定費」は社員・業務委託費（物流関連費以外）・賃借料を含んでおります。

 ・「変動費」は物流関連費（業務委託含む）・荷造運賃・代金回収手数料を含んでおります。

 ・「実質PR費用」の増減は販管費に計上している広告宣伝費にポイント費用等を合算した実績を元に算出しております。

 ・「その他」費用は「固定費」「変動費」「実質PR費用」「減価償却費」「のれん償却額」「株式報酬費用」以外の全ての販管費を含んでおります。

・M&Aに係るスポット
  費用発生（当期1Q）

446.3
億円

コスト以外の変動 コストの変動

＋93.6億円

ZOZOTOWN事業
＋

LINEヤフーコマース
粗利増

・商品取扱高増（ZOZOTOWN事業＋LINEヤフーコマース）

・LYST連結に伴う増加

・連結従業員数増
・M&Aに係るスポット
  費用発生（当期1Q）

その他費用増 -9.2億円

その他粗利増
＋68.6億円

固定費増
-31.5億円

・物流拠点効率化
・配送委託先との
　経済条件改善(当期3Q～)

変動費減＋2.9億円

697.8
億円

EBITDA 769.2
億円

EBITDA

広告事業売上増＋6.7億円

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS

・集客、販促費用増
・LYST単体費用計上

実質PR費用増
-59.7億円
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連結キャッシュ・フローの推移

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS

（単位 : 百万円）

前期比 増減要因

営業活動による
キャッシュフロー

投資活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

現金及び
現金同等物の期末残高

25/03期 26/03期

91,486

-32,081 -45,830

69,422

60,114 52,531 -7,583

-6,285 -28,897 -22,612

-13,748

-22,064

自己株式の取得に伴う支出

前期：DPLつくば中央に関する投資
       既存物流拠点の設備入れ替え

当期：LYST買収に伴う支出
       既存物流拠点の設備入れ替え

税金等調整前当期純利益の増加

法人税等の支払額の増加
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※人件費は役員報酬、賞与、法定福利費、福利厚生費、退職給付費用、賞与引当金繰入額、企業年金掛金費用、外注人件費、倉庫作業の一部費用を含んでおります。なお、項目内の「社員」は役員および社員、「物流関連費」はアルバイト、派遣（外注人件費）
   および業務委託費のうち物流業務に従事する人員の人件費相当額となります。
※対取扱高比は各費用を商品取扱高（その他商品取扱高を除く）で除して算出しております。

販管費の内訳（期初累計）

連結従業員数推移：25年3月末1,738名 → 26年3月末1,876名
2025年5月よりLYST連結に伴う増員

在庫保管状況の改善に伴う作業効率の改善・省人化を目的とした設備の導入効果によるコスト比率減

配送効率改善の取り組みの結果、2025年10月より配送委託先との経済条件が改善しコスト比率減

M＆Aに係る費用をスポットで計上（当期1Q）

販管費

-0.6%

0.0%

-0.5%

0.0%

-0.6%

-0.2%

0.3%

-0.2%

0.0%

0.4%

-0.1%

-0.1%

-1.0%

35,837

18,654

17,182

8,567

37,861

13,458

17,107

8,628

5,293

2,294

-29

14,617

143,634

5.5%

2.9%

2.7%

1.3%

5.9%

2.1%

2.6%

1.3%

0.8%

0.4%

0.0%

2.3%

22.2%

6.1%

2.9%

3.2%

1.3%

6.5%

2.3%

2.3%

1.5%

0.8%

0.0%

0.1%

2.4%

23.2%

その他

株式報酬費用

のれん償却額

減価償却費

賃借料

広告宣伝費

代金回収手数料

荷造運賃

業務委託費（物流関連費以外）

物流関連費（業務委託含む）

社員

人件費 34,937 

16,634 

18,302 

7,582 

37,363 

13,127 

13,340 

8,478 

4,491 

251 

288 

13,693 

133,556 

金額 金額対取扱高比 対取扱高比 対取扱高比

25/03期 26/03期 前期比
増減要因

（単位：百万円）

○　LYST連結に伴う商品取扱高の拡大により、LYST単体では計上額が限定的な販管費項目でコスト比率（対商品取扱高）が低下。
○　主に、荷造運賃・物流関連費・代金回収手数料・賃借料のコスト比率低下に影響。

M＆Aに係る費用をスポットで計上（当期1Q）

（前期）PGA TOURのスポンサー費用を計上
（当期）ZOZOTOWNにおけるWEB広告費用等の増加・LYSTの費用計上

LYST買収に伴う増加

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS

LYST連結に伴う増加
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実質プロモーション費用の推移

2%

4%

8%

6%

10%

実質プロモーション費用：広告宣伝費とポイント等費用の合計

※実質プロモーション費用比率は対象の費用を商品取扱高（その他商品取扱高を除く）で除して算出しております。

0%
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24/03 1Q 24/03 2Q 24/03 3Q 24/03 4Q 25/03 4Q25/03 3Q25/03 2Q25/03 1Q

実質プロモーション費用比率（対商品取扱高）広告宣伝費（四半期） ポイント等費用（四半期）

（期）

8,229

4.8%

5.3%

3.9%

3,317

4,912

4,480

2,142

2,338

5,451

2,820

2,631

6,899

9,092

4,982
3,618

3,281

4.7%

6,762

3,042

3,720

4.2%

6,278

2,895

3,383

3,876

5,216

2,509

2,473

3.3%

4,323

1,954

2,368

4,013

1,844

2,168

3.3%

3.8%

5.2%

4.0%

1 ,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11 ,000

（百万円）

0
26/03 1Q 26/03 2Q 26/03 3Q 26/03 4Q

4.9%

9,264

4,155

5,109

5.5%

8,965

4,070

4,895
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813,647

11 ,403,391

12,217,038

W
E
B
広
告
お
よ
び
Z
O
Z
O
T
O
W
N
内
施
策
を
通
じ
た
新
規
会
員
の
獲
得
が
順
調
で
す
。

前
年
同
期
比
で
投
下
量
を
増
や
し
た
W
E
B
広
告
や
友
達
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
新
規
会
員
の

増
加
に
寄
与
し
た
ほ
か
、
休
眠
会
員
の
掘
り
起
こ
し
施
策
も
奏
功
し
て
お
り
、
休
眠
会
員
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
当
年
度
は
、
い
ず
れ
の
四
半
期
に
お
い
て
も
新
規
会
員
の

獲
得
が
好
調
に
推
移
し
、
年
間
購
入
者
数
は
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
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24/03 1Q 24/03 2Q 24/03 3Q 24/03 4Q 25/03 1Q 25/03 4Q25/03 3Q25/03 2Q

11,470,592

10,352,251

1 ,1 18,341

11,690,958

10,739,246

951,712

11,681,218

10,789,997

891,221

11,552,764

10,515,910

1,036,854

845,734

11 ,21 1 ,992

842,140

11 ,028,704

870,584

10,919,685

777,303

11 ,587,777

12,365,080
12,057,72611,870,84411,790,269

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

14,000,000

12,000,000

年間購入者数

（人）

（期）

※ ZOZOTOWN事業に限定した実績となります。「LINEヤフーコマース」「LYST」「BtoB事業」は含んでおりません。
※ 体型計測デバイス「ZOZOSUIT（ゾゾスーツ）」「ZOZOMAT（ゾゾマット）」および「ZOZOGLASS（ゾゾグラス）」のみを購入したユーザーは含んでおりません。

年間購入者数=過去1年以内に1回以上購入したアクティブ会員数とゲスト購入者数の合計
ゲスト購入者数=過去1年間のゲスト購入件数の合計
アクティブ会員数=過去1年以内に1回以上購入した会員数

アクティブ会員数 ゲスト購入者数

26/03 1Q 26/03 2Q 26/03 3Q

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS

725,822

11 ,803,843

12,529,665
689,678

12,1 19,711

12,809,389

26/03 4Q

694,133

12,479,312

13,173,445
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ブ
ラ
ン
ド
の
終
了
等
に
よ
る
退
店
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
四
半
期
比
で
シ
ョ
ッ
プ
数
は

減
少
し
ま
し
た
が
、
当
年
度
の
新
規
出
店
誘
致
は
概
ね
計
画
ど
お
り
に
推
移
し
ま
し
た
。

進
行
期
も
同
程
度
の
新
規
出
店
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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24/03 1Q 24/03 2Q 24/03 3Q 24/03 4Q 25/03 1Q 25/03 4Q25/03 3Q25/03 2Q

ZOZOTOWN出店ショップ数の推移

（期）

※プライベートブランド「ZOZO（ゾゾ）」「マルチサイズ」はショップ数に含んでおりません。

1,686
② 28

① 1 ,658

1,564
② 28

① 1 ,536

1,605
② 28

① 1 ,577

1,595
② 29

① 1 ,566

1,605
② 29

① 1 ,576

1,6491,656
② 29

① 1 ,620

1,681
② 29

① 1 ,652

1,712
② 25

① 1 ,687

1,710
② 21

① 1 ,689

② 30

① 1 ,626

1,621
② 31

① 1 ,590

1,581
② 29

① 1 ,552

1 ,000

1,200

1,100

1,400

1,300

1,600

1,500

1,700

1,800
①受託販売

②買取・製造販売

（ショップ）

26/03 1Q 26/03 2Q 26/03 3Q 26/03 4Q

FY2025 ZOZO, Inc.
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新
品
商
品
の
上
代
の
引
き
上
げ
は
一
服
し
、
価
格
水
準
は
前
年
同
等
と
な
っ
た
一
方
で
、

前
年
同
期
比
で
セ
ー
ル
販
売
比
率
が
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加
し
た
こ
と
に
よ
り
平
均
商
品
単
価
は
減
少
し
ま
し
た
。
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24/03 1Q 24/03 2Q 24/03 3Q 24/03 4Q 25/03 1Q 25/03 4Q25/03 3Q25/03 2Q

平均商品単価はZOZOTOWNの商品取扱高を同期間の出荷枚数で除すことにより算出平均商品単価の推移

0

（円）

3,000

2,000

1,000

4,000

5,000

6,000

7,000

-15%

-5%

15%

5%

25%

35%

※ ZOZOTOWN事業に限定した実績となります。「LINEヤフーコマース」「LYST」「BtoB事業」は含んでおりません。
※ 体型計測デバイス「ZOZOSUIT（ゾゾスーツ）」「ZOZOMAT（ゾゾマット）」および「ZOZOGLASS（ゾゾグラス）」のみを購入したユーザーは含んでおりません。

（期） 26/03 1Q 26/03 2Q 26/03 3Q 26/03 4Q

-1.2%

4,360
4,003 4,038

4,369

3,6293,6983,590

4.9%

3,726

1.2%

3,744
3,584

-1.7%
0.4%

0.9%0.2%1.1%-0.7%3.0%

前年同期比平均商品単価

-2.1%

4,277

-1.6%

3,974

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS
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セ
ー
ル
販
売
比
率
の
増
加
に
伴
い
併
売
率
が
上
昇
し
、
1
注
文
あ
た
り
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入
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数
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し
た
も
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の
、
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均
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の
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が
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っ
た
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平
均
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は
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少
し
ま
し
た
。
な
お
、
1
万
2
千
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以
上
の
購
入
で
送
料
無
料
と
な
る
送
料
無
料
施
策
に

つ
い
て
は
、
投
下
量
が
前
年
同
期
比
を
下
回
っ
た
一
方
で
、
効
果
的
に
展
開
で
き
た
た
め
、

同
施
策
に
よ
る
1
注
文
あ
た
り
の
購
入
点
数
の
押
し
下
げ
影
響
は
生
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。
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24/03 1Q 24/03 2Q 24/03 3Q 24/03 4Q 25/03 1Q 25/03 4Q25/03 3Q25/03 2Q 26/03 1Q 26/03 2Q 26/03 3Q 26/03 4Q

平均出荷単価の推移

0
（期）

6,000

4,000

2,000

8,000

10,000

12 ,000

14,000

-20%

-10%

10%

0%

20%

30%

8,735 8,980
9,422

8,1968,3438,177

9,119

7,894

1.8% 2.8%3.3%3.8%
2.0%4.3% 5.2%

8,543

2.4%

8,183

-0.2%

9,328

-1.0%

8,864

-1.3%

6.2%

前年同期比平均出荷単価

平均出荷単価はZOZOTOWNの商品取扱高を同期間の出荷件数で除すことにより算出

（円）

※ ZOZOTOWN事業に限定した実績となります。「LINEヤフーコマース」「LYST」「BtoB事業」は含んでおりません。
※ 体型計測デバイス「ZOZOSUIT（ゾゾスーツ）」「ZOZOMAT（ゾゾマット）」および「ZOZOGLASS（ゾゾグラス）」のみを購入したユーザーは含んでおりません。

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS
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BUSINESS PLAN
FOR FY2026

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS

2027年3月期
会社計画



開示重要指標の変更について

当社グループは、正常な収益力を示す観点から、M&Aに伴うのれん等の償却費の影響を排除した

経営指標としてEBITDAを採用してまいりました。

一方で、当社グループは物流拠点への継続的な設備投資や自社制作ソフトウェアへの投資を恒常的に

行っており、これらに係る減価償却費は、事業運営に不可欠なコストであると認識しております。

そのため、当社グループの実態に即した正常な収益力をより適切に示すため、

今後はM&Aに起因するのれん及び無形資産の償却費ならびに取得関連費用の影響

のみを調整対象とし、それ以外の償却費は反映する指標として「調整後EBITA」を

採用することといたしました。

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS
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6,796億円
6,786億円
2,419億円
744億円
11.0%
779億円
11.5%
744億円
497億円
56円20銭

40円

2.0%
5.0%
5.9%
7.3%

7.2%

7.4%
3.7%

27/03期計画 前期比

商品取扱高
商品取扱高（その他商品取扱高を除く）
売上高
営業利益
営業利益率
調整後EBITA
調整後EBITAマージン
経常利益
親会社株主に帰属する当期純利益
1株当たり当期純利益
1株当たり配当金（予定）

※調整後EBITAは営業利益＋のれん償却額（PPAによる取得原価配分後の各種償却費を含む）＋M&A関連費用（仲介費用及びDD費用等）で算出しております。  
※営業利益率・調整後EBITAは営業利益・調整後EBITAを商品取扱高（その他商品取扱高を除く）で除して算出しております。 

◯ 商品取扱高（その他商品取扱高を除く）は前期比5.0％増、調整後EBITAは同7.2％増を見込む。
◯ 2026年5月よりHigh Linkを連結予定で、想定される影響額は本計画に織り込み済み。
◯ 同社の商品取扱高および売上高は「その他」区分に計上予定。
◯ 27/03期においては、商品取扱高（その他商品取扱高を除く）の開示を継続。
   
◯ 28/03期以降は商品取扱高（その他商品取扱高を除く）を廃止予定。

-

-

-
-

※2025年9月末までYahoo!ショッピングにおけるZOZOオプション契約ストア分の計上影響が残るため。

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS

27/03期 通期連結業績予想

17



27/03期 事業別目標

ZOZOTOWN事業
買取・製造販売

USED販売
受託販売

225億円
5,127億円

14.5％

6.8％
4.1％

商品取扱高目標

5,384億円 4.2％

LINEヤフーコマース※

BtoB事業
LYST

866億円 9.7％

71億円 -15.3％
465億円

前期比

商品取扱高（その他商品取扱高を除く）
その他
商品取扱高

広告事業

6,786億円 5.0％

2.0％
10億円 -95.0％

6,796億円

119億円 0.1％

売上高目標 前期比

※「LINEヤフーコマース」は「Yahoo!ショッピング」と「Yahoo!オークション」の合算値となります。  

◯ 2026年5月よりHigh Linkを連結予定で、想定される影響額は本計画に織り込み済み。
◯ 同社の商品取扱高および売上高は「その他」区分に計上予定。

10.1%

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS

32億円
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物流拠点拡張計画

千葉

茨城 65,000

91,500

茨城

千葉

茨城 98,500

65,000

茨城 137,000

茨城 79,500

72,000

2024年4月賃借開始・8月稼働開始、2026年5月～賃借エリア拡大

2028年3月末満了 (予定)

地域出荷機能 呼称名 延床面積(㎡)

2024年4月 2025年4月 2026年4月 2028年4月2027年4月

※増床部1年間はフリーレント

ZOZOBASE習志野1

ZOZOBASEつくば1-A

ZOZOBASEつくば2

ZOZOBASEつくば3

DPLつくば中央

千葉 114,000ZOZOBASE習志野3

ZOZOBASEつくば1-B

ZOZOBASE習志野2

2027年3月賃借開始・8月稼働開始 (予定) ※半年間はフリーレント

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS
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0

2,000

4,000

8,000

6,000

10,000

12 ,000

14,000

22/03 23/03 24/03 25/03 27/03（計画）26/03

② 減価償却費

① 設備投資

③ のれん償却額

③ 460

② 2,050

①
4,944

①
4,825

③ 251

② 4,491

③ 2,294

② 5,293

①
11 ,500

③ 3,130

② 6,740

①
8,173

③ 352

② 3,491

③ 404

② 1,977

①
1 ,336

設備投資の推移

（期）

※ 設備投資には自社制作ソフトウェアの制作に関連する費用（人件費等）は含めておりません。

（百万円）

①
9,271

FY2025 ZOZO, Inc.
CONSOLIDATED BUSINESS RESULTS
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中期経営計画



目次

01

02

03

05

06

07

04

中期経営計画

調整後EBITAの推移

MORE FASHION領域

3つの事業領域と
利益配分

NEAR FASHION領域

GLOBAL領域

その他状況

AIの社内活用、
地政学リスク・SDGsの対応

23



※調整後EBITA : 営業利益＋のれん償却額（PPAによる取得原価配分後の各種償却費を含む）＋M&A関連費用（仲介費用及びDD費用等）

● 中期経営計画

● 背景

・4ヶ年計画（2030年3月期まで）
・調整後EBITA※

・2026年3月期比 123.8％

ZOZOTOWNに加えて、異なる市場への進出
900億円目指す

ねずみの「チュウけい」

900億円
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（億円）
調整後EBITA※

2703期（計画）2103期 2203期 2303期 2403期 2503期 2603期 3003期（計画）

445 500
568 604

653
726

779

900
新規創出した
チャレンジ目標

新規事業が生み出す利益を含む2030年3月期のチャレンジ目標として、 調整後EBITA※900億円を目指す。

※調整後EBITA : 営業利益＋のれん償却額（PPAによる取得原価配分後の各種償却費を含む）＋M&A関連費用（仲介費用及びDD費用等）

ZOZOTOWNをさらに強くしながら、その外側に新たな収益柱を育てる

25



国内・海外合わせてファッションで 3 つの事業ドメインを設定。

ZOZOTOWNをさらに強くしながら、その外側に新たな収益柱を育てる

MORE
FASHION

GLOBALNEAR
FASHION

領域

50億円 800億円 50億円

領域
領域

国内

26



MORE FASHION
領域

既存成長の中核。 稼ぐ力を原資に、規律ある投資を進める



まだ出会えていない新規ユーザーに出会うため、リアルな接点にも積極的に進出。

音楽好きにリーチ

ファッション×音楽の
「ZOZOFES」

ポップアップストア
「ZOZOTOWN NAGOYA」

実店舗派にリーチ

新規ユーザーの獲得 MORE FASHION

28



競合と比較して想起を維持。

女性15歳-59歳 アンケート調査結果
ZOZOTOWN

ファッションを買う場所の想起

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
21/07 21/09 22/01 22/03 22/05 22/0922/07 22/11 23/01 23/03 23/05 23/07 23/09 23/11 24/01 24/03 24/05 24/07 24/09 24/11 25/01 25/03 25/05 25/07 25/09 25/11 26/01 26/03

31.3%

※特にない、思い浮かばない場合は、一番上の回答欄に「なし」と書いて次にお進みください。1位から 3位のいずれかに回答した率の推移をグラフ化（本グラフはオフライン事業を含む大手に限定して抜粋）
※調査対象者：15-59歳（男女）/ 実施頻度：隔月（奇数月）/ サンプル数：30,000ss / 性年代別（女性 10代など）で分けたときのサンプル数は 3,000ss程

MORE FASHION
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K-FASHIONブランドが一気に拡大。

ブランド数も増やす

MUSINSAの取扱いブランド数は、
オープン時点の約140から、

「ZOZOTOWN NAGOYA」への出店など、
各種プロモーション施策にも積極的に参加。

2026年3月末時点で2,036まで大幅拡大。

2603期4Q ZOZOTOWNの取扱いブランド数 : 11,247
前年同期比＋2,198 ※MUSINSAの影響でブランド数の増加が顕著。

MORE FASHION
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LLM検索

検索

AIエージェントとなり、
検索はされなくなる可能性

LLM検索が増えていて、やがてAIエージェントとなり、検索はされなくなる可能性。
その時、ECとしてどう立ち回るのか？

AIエージェント時代の対応 MORE FASHION
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AIエージェントは従来の「検索→リンクのクリック→情報収集→購入」という段階を省略し、
「ニーズを伝える→推奨→即購入」という流れへと変える。

独自DATAを活かして、ファッション特化AIを
磨いてファッションのニーズ・興味の段階から
関わっていく

「提案の場」になるチャンスをつかみに行く

ニーズ・興味

検索
AI

購入

・流行や情緒的な商品DATA

ファッション特化
AIエージェントのチャンス

・購入に近い顧客DATA

AIエージェント

独自DATA

検索
エンジン

汎用ニーズ ファッション特化

MORE FASHION
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対話型AI（LLM）の提供開始

ChatGPTアプリで
WEARのコーディネートを

提案します

対話で日常の服選びをアシストする
LINE公式アカウント

「ZOZOの似合うコーデAIラボくん」

MORE FASHION
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AIに学習させる、似合うのデータ整備

味付け・印象の追加

似合うラボでわかった
「似合う」を引き出す4大要素

似合うの4大要素「好みのジャンル」「体型の悩み」「味付け」「与える印象」の
すべてを  WEAR に搭載できた

「味付け」追加

「与える印象」追加

各コーデに　で味付けを表現

スライドの最後に

好みの味付けを調整できるページを追加

各コーデにそのコーデが与える

印象を追加

MORE FASHION
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アイテム着回しAI実装と初期効果

利用者の翌月再訪問率

ZOZO保有データをAIに活かす
お気に入りや
購入済アイテム

ZOZO独自の
コーデTips

ZOZO独自の
コーデTips

ユーザーの
好み情報

MORE FASHION
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NEAR FASHION
領域

国内新規の柱としてZOZOTOWNユーザーが喜んでくれる
ファッション周辺領域でリスクを恐れずトライ&エラーを回す



ファッションのくくりの中で、 ZOZOTOWN 以外の領域にも進出する。

考え方

ZOZOTOWNユーザーが喜んでくれそうな消費体験

ZOZOTOWN
以外の消費

ファッション
以外の消費

NEAR FASHION
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ZOZOTOWNユーザーが喜んでくれそうなファッション周辺領域例

スキンケア
コスメ

3兆

フィットネス・ジム

7,000億 脱毛

2,800億
メンズ美容

1,800億
香水・フレグランス

2,500億
ネイル

2,200億

エステ

4,500億
ホワイトニング

450億

ヘアサロン
理容室

2兆

規
模

成長率

2029年までに、7.6兆円市場に（2024年比125%）

NEAR FASHION
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拡大手段

市場変化が激しく、状況に合わせて方法を使い分ける。 AIネイティブ時代の爆速事業開発モデルも模索。

一気に取り組み（早い）

すでに成立している事業と提携

ZOZOユーザーと繋げて事業拡大

ゼロから自社で立ち上げ

アイデア→PMF→市場投入まで自前

AI時代の事業開発スタイルも模索

協業
資本提携 自社で作る

NEAR FASHION
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協業
資本提携

株式会社High Linkを完全子会社化

香りの総合プラットフォーム「カラリア」を運営する
株式会社High Linkの全株式を取得し完全子会社化

NEAR FASHION
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GLOBAL
領域

海外新規の柱として北米・欧州でTechを軸に
中期的にじっくり取り組む



北米・欧州市場を軸に海外市場へ進出

海外新規の柱として北米・欧州でTechを軸に中期的にじっくり取り組む。

GLOBAL
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ZOZOFIT 100万DL突破

ZOZOの技術が、世界の「なりたい自分」を支えるインフラに。

FITNESSの目的は”体型変化”。体型変化という事実データ・正解データを見ているのはZOZOFITだけ。

2022年

・ZOZOSUITを販売
・米国展開を開始
・フィットネス層向け
・ボディスキャン技術を提供

・サブスクモデルへ転換
・食事ログ機能を拡張
・初心者層への支援を強化
・多国展開を加速

2026年 100万DL

GLOBAL
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LYSTの主戦場はAIエージェントへ。その道筋にZOZOのデータ知見・ノウハウが有効。

「検索」を飛ばし、
「ニーズを伝える→推奨→即購入」へ

LYST

ニーズ・興味

検索
AI

購入

・流行や情緒的な商品DATA

ファッション特化
AIエージェントのチャンス

・購入に近い顧客DATA

AIエージェント

独自DATA

検索
エンジン

汎用ニーズ ファッション特化 ファッション特化

ファッション特化
AIエージェントのチャンス

強みの作り方の注入

GLOBAL
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AIの社内活用、
リスク・SDGsの対応



ZOZO独自のAI活用指標「All ZOZO AI Readiness Score（AZARS）」を導入。
～ 全職種共通の指標で、 AI活用の可視化と高度化を推進 ～

AIの社内活用

週1回以上の生成AI活用率

主観的になりがちなAI活用度を全社統一の基準で可視化・評価

基準作って
高度化

ZOZOの現在地
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地政学上のリスクへの対応

ナフサ価格高による影響
現時点では業績への影響は限定的

直接材（商品）は、現時点では商品価格の上昇傾向は見られず。
間接材（資材・段ボールなど）は、今後影響が想定されるが、
現時点では2027年3月期業績への影響は限定的となる見通し。
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SDGs
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